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京
都
保
険
医
新
聞
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も

ご
覧
い
た
だ
け

ま
す

2026年診療報酬改定（医科）に関
する

答申前のお願い（改善要請）
京都府保険医協会

理事長　内田ﾠ亮彦

一． 本体改定率は＋3.09％と
されましたが、物価対応分は

＋

0.76％のみです。日銀は「経
済・物価情勢の展望2026年

１月」で「物価面では足もと
で２％台半ば。予想物価上昇

率は緩やかに上昇」と分析し
ました。物価対応分の上積み

を求めます。

一． 診療所の物価対応分は＋
0.10％と冷遇されていますが

、

病院同様の対応を求めます。

一． 人件費の上昇への対応は
ベースアップ評価料だけでな

く、

基本診療料や汎用点数の引き
上げにより十分手当するよう

求めます。

一． 適正化・効率化分は▲0
.15％とされましたが、プラ

イマ

リ・ケアにとって大切な汎用
点数の引き下げ、運用改悪は

止めてください。特に、高血
圧症患者に対する生活習慣病

管理料の算定間隔を開けるこ
とや、在宅時医学総合管理

料・施設入居時医学総合管理
料の月２回以上訪問の場合の

点数への重症患者割合の導入
など、地域医療に混乱をもた

らしかねない運用改悪は導入
しないでください。

一． 「大臣折衝事項」文書に
は、改正医療法による外来医

師過

多区域において、無床診療所
の新規開業者が知事の要請に

従わない場合、診療報酬上の
減算措置を講じると記載され

ましたが、国の意向に沿わな
い医療機関に対し診療報酬上

のペナルティを検討するのは
止めてください。

一． オンライン診療受診施設
を保険薬局内に設けることは

、原

則禁止してください。

一． 「かかりつけ医機能報告
制度」に関連して、今後も診

療報

酬の減算等のペナルティに利
用しないように取り扱ってく

ださい。

　
冬
将
軍
が

列
島
を
席
巻

し
、
記
録
的

な
大
雪
の
中

で
強
行
さ
れ
た
先
日
の
衆
議
院

総
選
挙
。
ま
る
で
首
相
の
直
接

選
挙
、
あ
る
い
は
ア
イ
ド
ル
の

人
気
投
票
か
と
思
わ
せ
る
雰
囲

気
を
醸
し
出
し
、
マ
ス
コ
ミ
の

事
前
予
想
を
は
る
か
に
上
回
る

自
民
党
絶
対
多
数
議
席
獲
得
と

な
っ
た
。
高
市
首
相
の
本
音
が

ど
ん
な
形
で
現
さ
れ
て
く
る
の

か
気
が
揉
め
る
。
予
想
以
上
の

当
選
者
を
得
た
た
め
、
首
相
と

距
離
を
置
く
人
も
数
多
く
含
ま

れ
る
結
果
と
な
っ
た
こ
と
で
一

定
の
歯
止
め
が
効
く
の
だ
ろ
う

か
？
▼
6
月
の
診
療
報
酬
改
定

で
は
、
本
体
で
3
％
を
超
え
る

引
き
上
げ
が
決
定
し
た
が
、
い

つ
取
り
や
め
に
な
る
か
分
か
ら

な
い
各
種
の
加
算
が
多
く
を
占

め
て
い
る
よ
う
で
、
不
安
要
素

が
多
い
▼
小
生
が
住
む
府
北
部

に
お
い
て
は
、
看
護
師
不
足
が

さ
ら
に
深
刻
な
状
況
と
な
っ
て

い
る
。
地
元
医
師
会
が
運
営
す

る
准
看
護
師
養
成
校
も
、
卒
業

後
に
多
く
が
進
学
す
る
看
護
師

へ
の
進
学
コ
ー
ス
も
定
員
割
れ

が
続
き
、
前
者
の
新
年
度
応
募

者
数
は
つ
い
に
1
桁
に
落
ち
込

ん
だ
。
二
次
募
集
も
行
わ
れ
て

い
る
が
、
存
亡
の
危
機
は
な
お

一
層
深
刻
化
し
て
い
る
▼
平
成

の
大
合
併
で
吸
収
さ
れ
た
市
の

周
辺
部
に
お
い
て
は
、
隣
の
地

域
で
唯
一
の
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
が
人
員
不
足
に
よ
り
閉

鎖
予
定
。
当
院
の
地
域
も
同
じ

事
態
が
迫
り
、
存
続
策
に
も
が

い
て
い
る
。
地
域
救
急
を
支
え

る
病
院
で
は
ベ
ッ
ド
数
削
減
が

不
可
避
と
聞
く
。
弱
音
を
吐
き

た
く
は
な
い
が
、
妙
案
が
あ
れ

ば
ご
教
示
い
た
だ
き
た
い
。

（
呑
鉄
童
）

　
協
会
は
1
月
29
日
開
催
の
定

時
代
議
員
会
で
「
2
0
2
6
年

度
診
療
報
酬
改
定
率
と
『
改
定

の
方
向
（
議
論
の
整
理
）』、
か

か
り
つ
け
医
機
能
報
告
制
度

等
」
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
た
。

　
本
体
改
定
率
プ
ラ
ス
3
・
09

％
に
つ
い
て
「
あ
ま
り
評
価
で

き
な
い
」「
評
価
で
き
な
い
」

が
合
わ
せ
て
55
％
、
外
来
医
師

過
多
区
域
で
無
床
診
療
所
の
新

規
開
業
者
が
国
の
意
向
に
沿
わ

な
い
場
合
に
診
療
報
酬
に
ペ
ナ

ル
テ
ィ
を
課
す
新
設
の
手
法
に

つ
い
て
「
納
得
で
き
な
い
」
が

67
％
の
結
果
で
あ
っ
た
。
結
果

を
受
け
協
会
は
2
月
4
日
、
中

医
協
委
員
、
保
険
局
医
療
課
長

に
「
答
申
前
の
改
善
要
請
書
」

（
左
上
）
を
送
付
し
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
1
〜
6
（
2

面
図
1
〜
6
）
は
、
26
年
度
診

療
報
酬
改
定
率
に
つ
い
て
本
体

プ
ラ
ス
3
・
09
％
の
引
き
上
げ

で
合
意
し
た
「
大
臣
折
衝
事

項
」（
25
年
12
月
24
日
）
に
関

し
て
質
問
し
た
。
改
定
率
の
内

訳
は
①
賃
上
げ
分
プ
ラ
ス
1
・

70
％
②
物
価
対
応
分
プ
ラ
ス

0
・
76
％
③
食
費
・
光
熱
水
費

分
プ
ラ
ス
0
・
09
％
④
経
営
環

境
悪
化
を
踏
ま
え
た
緊
急
対
応

分
プ
ラ
ス
0
・
44
％
⑤
適
正

化
・
効
率
化
分
マ
イ
ナ
ス
0
・

15
％
⑥
そ
の
他
プ
ラ
ス
0
・
25

％
で
あ
る
。
ま
た
、
改
正
医
療

法
へ
の
対
応
と
し
て
、
外
来
医

師
過
多
区
域
で
新
規
開
業
し
た

保
険
医
療
機
関
が
知
事
の
要
請

に
従
わ
な
い
場
合
は
診
療
報
酬

上
の
減
算
措
置
を
講
じ
る
と
示

さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
中
医
協

の
「
26
年
度
診
療
報
酬
改
定
に

係
る
こ
れ
ま
で
の
議
論
の
整

理
」（
26
年
1
月
9
日
公
表
）

に
つ
い
て
も
質
問
し
た
。
議
論

の
整
理
で
は
特
定
疾
患
療
養
管

理
料
や
生
活
習
慣
病
管
理
料
の

見
直
し
、
長
期
処
方
と
リ
フ
ィ

ル
処
方
箋
の
推
進
な
ど
、
プ
ラ

実
施
日
：
2
0
2
6
年
1
月
29
日

対
象
者
：
87
人
、
回
答
数
74
人（
回
答
率
85
％
）

　
物
価
高
に
見
合
わ
な
い
改
定
率
、
保
険
点

数
の
煩
雑
化
で
診
療
所
経
営
は
ま
す
ま
す
厳

し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
開
業
医
は
日
々
の
診

療
以
外
の
こ
と
を
考
え
る
余
裕
が
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
代
だ
か
ら
こ

そ
、
保
険
医
協
会
に
入
っ
て
い
て
良
か
っ
た

と
思
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
一
層
求
め
ら
れ

て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
新
規

企
画
の
診
療
経
営
研
究
会
を
開
催
し
、
2
0

　
全
国
の
70
％
以
上
の
病
院
は
赤
字
と
言
い

ま
す
。
昨
年
国
か
ら
1
床
あ
た
り
約
4
1
0

万
円
の
支
援
金
で
事
実
上
病
床
を
買
い
取
る

施
策
が
打
ち
出
さ
れ
ま
し
た
。
予
算
規
模
を

上
回
る
申
し
出
が
あ
り
、
約
1
万
1
千
床
分

が
配
分
さ
れ
、
さ
ら
に
今
、
緊
急
支
援
基
金

で
約
9
・
8
万
床
の
削
減
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。
病
床
削
減
は
雇
用
す
る
医
療
者
の
数
を

減
ら
す
こ
と
に
つ
な
が
り
、
た
だ
で
さ
え
不

足
す
る
医
療
者
を
失
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

地
方
の
病
院
で
は
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
足
り
な

い
た
め
休
床
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
病
院

も
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
や
り
方
を
続
け
る
と

実
働
す
る
医
療
者
不
足
に
拍
車
を
か
け
る
こ

と
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。

　
一
方
、
働
き
方
改
革
や
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
が
叫
ば
れ
、
医
師
の
働
き
方
に
も
大

き
な
影
響
が
出
て
き
て
い
ま
す
。
医
師
と
て

過
重
な
労
働
は
好
ま
し
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、

医
師
数
が
少
な
い
病
院
で
は
、
短
く
な
っ
た

医療者が安心して働けるよう
協会事業を活用下さい

総務部会　理事

上田 和茂

総務部会　理事

曽我部 俊介

経営難の今、 入会して良かったと
実感していただきたい

イ
マ
リ
・
ケ
ア
に
と
っ
て
重
要

な
点
数
の
改
悪
が
狙
わ
れ
て
い

た
。7

〜
10
（
2
面
図
7
〜
10
）

は
、「
か
か
り
つ
け
医
機
能
報
告

制
度
」（
25
年
4
月
施
行
）の
報

告
が
1
月
か
ら
義
務
化
さ
れ
、

全
て
の
病
院
と
診
療
所
が
①
毎

年
1
月
〜
3
月
に
都
道
府
県
へ

報
告
②
院
内
掲
示
③
患
者
説
明

が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

こ
と
に
関
し
て
質
問
し
た
。

　
都
道
府
県
へ
の
「
報
告
」
内

容
は
、「
1
号
機
能
」＝「
17
の

診
療
領
域
へ
の
対
応
可
能
の
有

無
」「
患
者
の
相
談
に
応
じ
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
」「
院
内

掲
示
を
し
て
い
る
こ
と
」
な

ど
。「
2
号
機
能
」（
1
号
機
能

を
有
す
る
医
療
機
関
が
報
告
）

＝「
通
常
の
時
間
外
の
診
療
」

「
入
退
院
時
の
支
援
」「
在
宅
医

療
の
提
供
」「
介
護
サ
ー
ビ
ス

等
と
連
携
し
た
医
療
提
供
」
な

ど
で
あ
る
。

（
2
面
へ
続
く
）

の
で
は
な
い
か
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

　
保
険
医
協
会
や
地
区
医
師
会
な
ど
の
団
体

や
組
織
は
今
、
存
続
の
岐
路
に
立
っ
て
い
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。
社
会
に
余
裕
が
あ
れ
ば

自
主
的
な
活
動
に
参
加
し
や
す
く
、
活
動
が

活
性
化
し
、
自
ず
と
運
動
も
広
が
っ
て
い
き

ま
し
た
が
、
今
は
そ
う
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
保
険
医
協
会
の
運
動
が
縮
小

し
て
い
け
ば
、
結
果
的
に
地
域
の
医
療
が
衰

退
し
、
診
療
所
経
営
に
も
マ
イ
ナ
ス
に
な
る

こ
と
は
確
か
で
す
。
参
加
し
て
良
か
っ
た
、

自
分
た
ち
の
取
り
組
み
の
成
果
が
少
し
で
も

あ
っ
た
と
い
う
実
感
を
会
員
一
人
ひ
と
り
が

持
て
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

保
険
医
協
会
は
世
代
を
超
え
て
〝
会
員
の
た

め
〞
の
活
動
を
し
て
い
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
入

会
・
活
動
に
ご
参
画
下
さ
い
。

医
師
の
労
働
時
間
を
他

の
医
師
が
カ
バ
ー
で
き

る
よ
う
な
仕
組
み
も
人

的
余
裕
も
あ
り
ま
せ

ん
。
地
域
の
病
院
が
独

自
性
を
発
揮
し
、
病
院

で
働
く
医
師
が
専
門
性

を
高
め
て
働
き
続
け
る

代議員会アンケート

本体改定率「評価できない」
答申前に改善を要請

アンケート結果と要
請書はこちらからも
ご覧いただけます

ドク タ ー を 全 力 サ ポ ート

保
険
医
協
会
に
ご
入
会
下
さ
い
（
特
集
は
5
・
6
面
）

1
9
年
に
開
業
さ
れ
た

会
員
を
講
師
に
迎
え
、

診
療
所
経
営
に
つ
い
て

学
び
、
交
流
を
深
め
ま

し
た
。
参
加
さ
れ
た
会

員
に
は
来
て
得
る
も
の

が
一
つ
で
も
あ
っ
た
と

実
感
し
て
い
た
だ
い
た

こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
を
創
設
す
る
な
ど
、

医
療
者
が
よ
り
良
く
働
き
続
け
ら
れ
る
よ

う
、
国
に
働
き
掛
け
る
こ
と
も
保
険
医
協
会

の
役
割
の
一
つ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
保
険
医
協
会
は
万
が
一
の
医
療
事
故
や
訴

訟
リ
ス
ク
に
備
え
る
「
医
師
賠
償
責
任
保

険
」
や
将
来
の
た
め
に
積
み
立
て
る
「
保
険

医
年
金
」、
低
利
の
「
融
資
制
度
」、
掛
金
の

負
担
の
少
な
い
「
グ
ル
ー
プ
（
生
命
）
保

険
」
な
ど
勤
務
医
の
生
活
を
支
え
る
事
業
も

充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
勤
務
医
の
皆
さ

ま
も
ご
入
会
下
さ
い
。

2 0 2 6 年 (令和 8年) 3 月 1 0 日 第 3 2 1 3 号京 都 保 険 医 新 聞( 1 ) 毎月10日･25日発行

協会サイト：https://healthnet.jp（会員専用ログイン ID：kyohoi  パスワード：soud@nsiyou!）　　アミスサイト：https://amis.kyoto

主な内容

●医師賠償責任保険
● 休業補償制度
（所得補償、傷害疾病保険）
●針刺し事故等補償プラン
● 自動車保険・火災保険

TEL 075-212-0303

ご用命は

アミスアミス まで

本
号
は
当
会
に
未
入
会
の
先
生
方
に
も
お
送
り
し
て
い
ま
す

「
年
収
の
壁
を
正
し
く
理
解
」
（
２
面
）

地
区
と
の
懇
談（
左
京
）

（
４
面
）

映
画「
医
の
倫
理
と
戦
争
」が

問
う
も
の

（
４
面
）



図１　本体改定率

図２　改定率の分配

図３
賃上げ分＋1.70
％はベースアッ
プ評価料等の点
数により対象職
員に限って措置
される可能性

図４　医科診療所の物価対応分が抑えられたこと

図５　 医科診療所の緊急対応分が 
抑えられたこと

図６
特定疾患療養管
理料や生活習慣
病管理料の見直
しなどプライマ
リ・ケアの「改
悪」が狙われて
いること

図８　 オンライン診療受診施設を 
保険薬局内に設けること

図10
「かかりつけ医機
能報告制度におけ
る1号機能を有し
ない医療機関に初
診料・再診料の減
算を行うべき」と
の財務省の主張

図７
外来医師過多区域
で無床診療所の新
規開業者が知事の
要請に従わない場
合に診療報酬上の
減算措置を講じる
との手法

図９　 「かかりつけ医機能報告制度」の 
報告についての貴医療機関の対応

　
協
会
は
「
今
さ
ら
聞
け
な
い　
年
収
の
壁
と
は
？
」
と
題

し
た
ウ
ェ
ブ
併
用
の
税
制
セ
ミ
ナ
ー
を
2
月
4
日
に
開
催
。

講
師
は
ひ
ろ
せ
税
理
士
法
人
の
竹
内
紘
太
朗
税
理
士
。
参
加

者
は
ウ
ェ
ブ
15
人
、
会
場
3
人
。

　
鴨
井
氏
は
2
0
2
6
年
度
税

制
改
正
大
綱
の
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
、
所
得
税
が
非
課
税
と
な
る

年
収
の
壁
が
1
6
0
万
円
か
ら

さ
ら
に
1
7
8
万
円
に
、
配

偶
者
控
除
や
扶
養
控
除
の
対
象

と
な
る
年
収
の
壁
が
1
2
3
万

円
か
ら
1
3
6
万
円
に
引
き
上

げ
ら
れ
る
こ
と
を
解
説
。
ま

た
、
こ
れ
ま
で
雑
所
得
と
し
て

最
大
約
55
％
の
総
合
課
税
が
適

用
さ
れ
て
い
た
暗
号
資
産
取
引

に
つ
い
て
、
金
融
商
品
取
引
等

の
改
定
を
前
提
に
申
告
分
離
課

　
竹
内
氏
は
ま
ず
、「
年
収
の

壁
」
を
①
労
働
者
本
人
に
税
金

が
発
生
す
る
か
ど
う
か
②
税
法

上
の
被
扶
養
者
に
な
れ
る
か
ど

う
か
③
社
会
保
険
上
の
被
扶
養

者
に
な
れ
る
か
ど
う
か
④
企
業

独
自
の
手
当
の
対
象
に
な
る
か

ど
う
か
―
で
年
収
の
壁
を
整

理
。
納
税
者
本
人
の
合
計
所
得

金
額
に
応
じ
た
基
礎
控
除
額
、

給
与
等
の
収
入
金
額
に
応
じ
た

給
与
所
得
控
除
額
が
2
0
2
5

年
分
よ
り
引
き
上
げ
ら
れ
て
お

り
、
最
大
基
礎
控
除
額
と
最
大

給
与
所
得
控
除
額
を
合
算
す
る

と
、
課
税
最
低
限
が
1
6
0

万
円
と
な
っ
た
と
解
説
。
26

説明会の模様は
協会ホームページ
で配信中

「年収の壁」を正しく理解

年
分
で
は
さ
ら
に
引
き
上
げ
ら

れ
る
予
定
で
、
所
得
税
法
上
の

年
収
の
壁
は
1
7
8
万
円
と
な

り
、
給
与
年
収
が
こ
の
金
額
以

下
で
あ
れ
ば
所
得
税
は
発
生
し

な
い
と
述
べ
た
。
一
方
で
、
住

民
税
は
所
得
税
に
合
わ
せ
給
与

所
得
控
除
は
増
額
さ
れ
る
も
の

の
、
基
礎
控
除
は
増
額
さ
れ
な

い
た
め
、「
約
1
1
0
万
円
が

住
民
税
発
生
の
ボ
ー
ダ
ー
と
な

る
」
と
し
た
。

　
社
会
保
険
料
の
負
担
が
生
じ

る
1
3
0
万
円
の
壁
は
、
配
偶

者
の
社
会
保
険
の
扶
養
に
入
れ

る
か
ど
う
か
の
ラ
イ
ン
と
な

る
。
大
前
提
は
被
扶
養
者
と
な

る
配
偶
者
に
社
会
保
険
の
加
入

義
務
が
な
い
場
合
で
、
そ
の
上

で
扶
養
の
概
念
が
あ
る
の
は
公

的
年
金
の
第
3
号
被
保
険
者
、

医
療
保
険
で
は
協
会
け
ん
ぽ
や

組
合
健
保
の
健
康
保
険
と
な
る

と
解
説
。
実
際
に
判
定
す
る
の

は
配
偶
者
の
勤
務
先
が
加
入
す

る
保
険
者
と
な
る
た
め
、「
配

偶
者
の
勤
務
先
に
必
ず
確
認

を
」
と
強
調
し
た
。

税制セミナー

税
制
改
正
と
申
告
を
学
ぶ

 

白
色
確
定
申
告
説
明
会

賃上げ支援金は処遇改善限定
支援事業とベア評価料の 説明会

税
が
導
入
さ
れ
る
予
定
と
説

明
。
所
得
税
15
％
、
住
民
税
5

％
の
一
律
20
％
と
な
り
、
株
式

な
ど
と
同
様
に
損
失
繰
越
が
可

能
と
な
る
と
し
た
。
さ
ら
に
、

こ
れ
ま
で
18
歳
以
上
の
成
人
の

み
と
さ
れ
て
い
た
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の

対
象
が
拡
大
さ
れ
、
0
歳
か
ら

17
歳
の
未
成
年
者
も
利
用
で
き

る
枠
組
が
新
設
さ
れ
る
と
解
説

し
た
。
年
間
投
資
枠
60
万
円
、

非
課
税
保
有
限
度
額
は
6
0
0

万
円
と
な
る
。
た
だ
し
、「
低

年
齢
の
子
ど
も
の
場
合
、
そ
の

資
金
を
誰
が
出
し
た
の
か
と
言

わ
れ
れ
ば
、
両
親
あ
る
い
は
祖

父
母
で
し
か
あ
り
え
な
い
。
と

な
る
と
、
贈
与
と
な
る
可
能
性

が
大
き
い
」
と
注
意
喚
起
し

た
。 

　
そ
の
他
、
京
都
府
の
最
低
賃

金
額
が
25
年
11
月
21
日
よ
り
1

1
2
2
円
と
な
っ
て
い
る
こ

と
、
最
近
の
不
動
産
価
格
の
高

騰
の
状
況
な
ど
に
も
触
れ
た
。

　
続
い
て
、
白
色
確
定
申
告
、

特
に
措
置
法
に
つ
い
て
、
協
会

が
作
成
し
た
「
白
色
確
定
申
告

の
た
め
の
留
意
点
」
を
用
い
て

記
載
方
法
を
解
説
し
た
。

　
京
都
府
と
厚
生
労
働
省
の
支

援
事
業
が
公
表
さ
れ
た
。
こ
の

う
ち
賃
上
げ
支
援
は
、
対
象
要

件
が
事
前
に
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評

価
料
を
届
け
出
て
い
る
医
療
機

関
な
ど
と
示
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
協
会
は
支
援
事
業
の
概
要

と
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
の
届

出
の
説
明
会
を
急
ぎ
2
月
16
日

に
ウ
ェ
ブ
開
催
し
た
。
参
加
者

は
1
2
7
人
。
講
師
は
協
会
事

務
局
が
務
め
た
。

　
支
援
事
業
で
は
、
地
方
創
成

臨
時
交
付
金
に
よ
る
京
都
府
独

自
の
①
光
熱
費
支
援
事
業
②
食

材
費
支
援
事
業
と
、
厚
労
省
直

轄
の
国
庫
補
助
（
医
療
介
護
等

支
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
）
に
よ
る
③

物
価
支
援
事
業
（
京
都
府
医
療

材
料
費
支
援
事
業
）
④
賃
上
げ

支
援
事
業
（
京
都
府
医
療
機
関

処
遇
改
善
等
推
進
事
業
）
の
内

容
や
申
請
方
法
を
説
明
。
診
療

所
は
全
て
の
支
援
事
業
の
申
請

先
が
京
都
府
、
病
院
は
①
②
の

申
請
先
が
京
都
府
、
③
④
の
申

請
先
が
厚
労
省
と
な
る
。

　
続
い
て
、
外
来
・
在
宅
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
評
価
料
（
Ⅰ
）
の
届

出
を
あ
ら
た
め
て
解
説
し
た
。

26
年
度
診
療
報
酬
改
定
で
ベ
ア

評
価
料
の
見
直
し
が
行
わ
れ
る

と
説
明
。
賃
上
げ
支
援
事
業
と

の
関
連
に
お
い
て
、
支
援
金
の

活
用
に
よ
る
賃
金
改
善
例
を
示

し
、
支
援
金
を
活
用
し
て
対
象

職
員
の
25
年
12
月
か
ら
26
年
5

月
分
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
6
月
1
日
か

ら
当
該
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
の
水
準

を
維
持
・
拡
大
す
る
こ
と
、
府

へ
の
実
績
報
告
の
確
認
の
結

果
、
支
給
額
の
全
部
ま
た
は
一

部
が
賃
金
改
善
に
充
て
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
場
合
、
減
額
分
の

返
還
が
必
要
と
広
報
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
注
意
喚
起
し
た
。
6

月
か
ら
の
同
評
価
料
の
見
直
し

（
対
象
職
員
の
拡
大
）
に
併
せ

て
、
賃
上
げ
支
援
事
業
の
対
象

職
種
は
管
理
者
以
外
と
さ
れ
て

い
る
点
も
説
明
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
ベ
ア
評
価
料

に
つ
い
て
「
2
月
末
ま
で
に
届

け
出
た
場
合
は
、
3
月
支
給
の

給
与
か
ら
賃
上
げ
を
実
施
し
な

い
と
い
け
な
い
の
か
」「
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
評
価
料
の
賃
金
計
画

書
の
期
間
を
年
度
末
の
26
年
3

月
ま
で
で
作
成
す
る
が
、
4
・

5
月
の
計
画
書
の
作
成
は
ど
う

な
る
の
か
」
な
ど
の
質
問
が
相

次
ぎ
、
事
務
局
が
対
応
し
た
。

　
な
お
、
京
都
府
医
療
機
関
等

処
遇
改
善
推
進
事
業
（
診
療
所

対
象
）
の
詳
細
が
、
2
月
20
日

付
で
公
表
さ
れ
た
。
申
請
受
付

期
間
は
3
月
19
日
（
木
）
ま

で
。
会
員
医
療
機
関
に
は
2
月

25
日
に
フ
ァ
ク
ス
に
て
案
内
を

送
信
し
た
の
で
、
ご
確
認
い
た

だ
き
た
い
。

講
師
の
竹
内
氏

講
師
の
鴨
井
氏

　
自
由
意
見
で
は
「
人
件
費
や

物
価
高
に
対
応
す
る
財
源
に
つ

い
て
、
加
算
な
ど
で
は
な
く

初
・
再
診
料
の
上
昇
で
賄
う
べ

き
」「
か
か
り
つ
け
医
機
能
報

告
制
度
は
財
務
省
が
主
張
す
る

登
録
制
へ
の
第
一
歩
で
あ
り
、

開
業
制
限
、
地
域
医
療
改
悪
に

つ
な
が
る
」
な
ど
の
意
見
が
出

さ
れ
た
。

　
協
会
は
結
果
を
受
け
て
「
人

件
費
の
上
昇
へ
の
対
応
は
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
評
価
料
だ
け
で
な

く
、
基
本
診
療
料
や
汎
用
点
数

の
引
き
上
げ
に
よ
り
十
分
手
当

す
る
よ
う
求
め
る
」「
適
正
化・

効
率
化
分
は
マ
イ
ナ
ス
0
・
15

％
と
さ
れ
た
が
、
プ
ラ
イ
マ

リ
・
ケ
ア
に
と
っ
て
大
切
な
汎

用
点
数
の
引
き
下
げ
、
運
用
改

悪
は
止
め
る
こ
と
」「
国
の
意

向
に
沿
わ
な
い
医
療
機
関
に
対

す
る
診
療
報
酬
上
の
ペ
ナ
ル

テ
ィ
の
検
討
は
止
め
る
こ
と
」

「
か
か
り
つ
け
医
機
能
報
告
制

度
に
関
連
し
て
、
今
後
も
診
療

報
酬
の
減
算
等
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ

に
利
用
し
な
い
こ
と
」
な
ど
、

26
年
度
改
定
が
多
く
の
保
険
医

療
機
関
の
医
業
経
営
と
患
者
の

医
療
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
資
す
る

改
定
と
な
る
よ
う
求
め
た
。

物
価
高
対
応
は
初
・
再
診
料
で

（
1
面
か
ら
の
続
き
）

評価できる
（引き上げ率は十分）
１％

やや評価できる
（引き上げ率に
やや不満だが、
おおむね評価）
39％

納得できる ８％

納得できる ８％

納得できない 71％

判断できない
 21％

納得できる １％

納得できない 93％

納得できる １％

納得できない
94％

納得できる
０％

納得できない 90％

納得できる
8％

納得できない 67％

賛成 1％

反対 82％

判断できない
17％

すでに報告
47％

3月までには
報告 44％

当面報告する
つもりはない

 ３％

納得できる
24％

納得できない 60％

判断できない
17％

知らなかった 6％

判断できない
25％

判断できない
10％

判断できない 4％

判断できない ６％

納得できない 56％

判断できない 36％

あまり評価できない
（引き上げ率に不満、
あまり評価できない）
29％

評価できない（改定率は
不十分、もっと引き上
げるべき）26％

判断できない ４％

2 0 2 6 年 （令和 8年） 3 月 1 0 日第 3 2 1 3 号 京 都 保 険 医 新 聞 （ 2 ）毎月10日・25日発行

　
協
会
は
2
0
2
5
年
分
白
色
確
定
申
告
の
説
明
会
を
ウ
ェ

ブ
併
用
で
2
月
10
日
に
開
催
し
た
。
講
師
は
京
都
下
鴨
税
理

士
法
人
の
鴨
井
勝
也
税
理
士
。
参
加
者
は
6
人
。



電
話
再
診
時
の
診
療
情
報
提
供
料（
Ⅰ
）の
算
定

A

537537

いま知っておくべき「医療制度改革」
　改正医療法（2025年12月５日成立）による「新たな地域医療構想」や「外来
医師過多区域」での開業規制、11万床の病床削減、「オンライン診療受診施設」
設置等の施行に向け、国は着々と準備を進めています。
　また、来る特別国会には「OTC類似薬の保険適用除外」に端を発した保険外併
用療養費の新類型である「一部保険外療養」（報道による名称）の創設、後期高齢
者医療の被保険者にだけ法定調書の提出を義務付ける「金融所得の反映」、「標準
的な出産費用の無償化」等を盛り込んだ「医療保険制度改革関連法案」が３月上
旬にも提出されます。国の医療制度改革は「提供体制改革」と「保険制度改革」
の両面から捉え、把握しておくことが必要です。

［講　　師］ 京都府保険医協会事務局・中村 暁
［参 加 費］ 無料（要事前申込）　　　［申込締切］ 開催前日の正午

第１回  どうなる医療保険制度 お申込はこちらから▶

第２回  どうなる医療提供体制 お申込はこちらから▶

 日　時   3月18日 （水） 14時30分～15時30分（予定）

 日　時   3月25日 （水） 14時30分～15時30分（予定）

かかりつけ医機能報告は３月末まで
　かかりつけ医機能報告制度により特定機能病院を除く全ての医
科医療機関にかかりつけ医機能報告が義務化されました。報告期
限は３月末です。期間内に報告がなく、府からの命令に対応しない
場合は罰則もあります。報告は原則G-MISで行いますが、困難な方
は京都府健康福祉部医療課（TEL 075-414-4748）にお尋ね下さい。

京都府
ホームページ

Ｑ
、
以
前
よ
り
外
来
で
診
て

い
た
患
者
が
急
変
し
、
医
療
機

関
に
連
絡
が
あ
り
電
話
で
診
察

し
た
が
、
す
ぐ
に
救
急
指
定
医

療
機
関
へ
紹
介
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
の
際
の
電
話
再
診

で
診
療
情
報
提
供
料
（
Ⅰ
）
の

算
定
は
で
き
る
か
。

Ａ
、
算
定
で
き
ま
す
。
た
だ

し
、
急
病
等
で
治
療
上
の
必
要

性
か
ら
、
休
日
ま
た
は
夜
間
に

お
け
る
救
急
医
療
の
確
保
の
た

め
に
診
療
を
行
っ
て
い
る
と
認

め
ら
れ
る
①
〜
③
の
保
険
医
療

機
関
の
受
診
を
指
示
し
、
受
診

先
の
医
療
機
関
に
対
し
て
必
要

な
診
療
情
報
を
文
書
等
で
提
供

し
た
場
合
に
限
ら
れ
ま
す
。
①

〜
③
の
医
療
機
関
は
以
下
の
通

り
で
す
。

対
抗
軸
を
つ
く
る
に
は

金
融
共
済
委
員
会

（
2
／
18
）の
開
催
状
況

　
各
地
区
か
ら
選
出
の
委
員
に

よ
り
、
共
済
制
度
の
健
全
・
安

定
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
休
補
運
営
分
科
会

　
給
付
審
査
5
件
を
審
査
し
可

決
し
ま
し
た
。

②
融
資
諮
問
分
科
会

1
件
を
審
査
し
可
決
し
ま
し

た
。

　
①
地
域
医
療
支
援
病
院

　
②
救
急
病
院
等
を
定
め
る
省

令
に
基
づ
き
認
定
さ
れ
た
救
急

病
院
ま
た
は
救
急
診
療
所

　
③
「
救
急
医
療
対
策
の
整
備

事
業
に
つ
い
て
」
に
規
定
さ
れ

た
病
院
群
輪
番
制
病
院
、
病
院

群
輪
番
制
に
参
加
し
て
い
る
有

床
診
療
所
ま
た
は
共
同
利
用
型

病
院

医療法人講習会

これから医療法人化を検討される先生に…
日　時 3 月 28 日（土）  14時～16時
場　所 京都府保険医協会・会議室（ウェブ併用）
定　員  会場26人（ウェブは定員なし）
講　師   常田 幸男氏（ひろせ税理士法人・認定登録医業経営コンサルタント）
共　催   有限会社アミス
参加費 1,000円（会場参加者は当日徴収。ウェブ参加者には後日、メールにて請求書をお送りします）
※ 資料準備のため、会場参加の場合は必ず３月24日（火）までにお申込み下さい。

閉院・第三者承継セミナー

閉院・承継のお悩みをワンストップで支援！

セミナー
内容

■  第１部　閉院：R&Tメディカル（株） 杉谷 孝史氏
■  第２部　承継：エニータイムヘルスケアコンサルティング（株） 堀北 真也氏

個別相談（相談無料）も受付！ ※お申込み後、別途日時等を設定します
本紙同封の案内チラシよりお申込み下さい。

Web企画

日　時 3 月 29 日（日）
10時～12時

場　所 京都府保険医協会・
会議室（ウェブ併用）

参加費無料 会場定員30人

行　程

約18km　5~6時間
（途中リタイアは随時可能）
京都駅JR湖西線＝近江今津～今津浜の松並
木（白砂青松100選）～知内浜～高木浜～海津
湊～海津大崎（桜100選）～大浦～ JR永原駅

［集合］8時15分　 
京都駅発新快速敦賀行き先頭車両

［費用］ 無料（交通費自弁） 
昼食・飲物・雨具などは各自ご用意下さい。お申
込みは保険医協会事務局まで

※前日夜時点の現地の降水確率が60％以上の場合は中止

環境ハイキング 歩きビワイチ ５５
桜花咲く奥琵琶湖・海津大崎を行く4 5㊐

京都府保険医協会、京都府歯科保険医協会
滋賀県保険医協会、M＆Ｄ保険医ネットワーク

共催

2 0 2 6 年 (令和 8年) 3 月 1 0 日 第 3 2 1 3 号京 都 保 険 医 新 聞( 3 ) 毎月10日･25日発行

原　昌平  （ジャーナリスト）
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予
想
を
上
回
る
自
民
党
の
圧
勝

に
な
っ
た
2
月
の
衆
院
選
。

　
自
民
党
の
比
例
の
得
票
率
は

36
・
7
％
に
と
ど
ま
る
。
そ
れ
で

議
席
数
の
68
％
を
占
め
た
の
は
、

第
一
党
に
有
利
な
小
選
挙
区
制
の

せ
い
で
、
け
っ
し
て
圧
倒
的
な
民

意
を
得
た
わ
け
で
は
な
い
。

　
と
は
い
え
、
与
党
が
勝
ち
、
中

道
、
共
産
、
れ
い
わ
、
社
民
が
負

け
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　
ど
う
し
て
だ
ろ
う
か
。

　
第
1
に
、
今
回
は
イ
メ
ー
ジ
選

挙
に
な
っ
た
。
国
政
選
挙
は
、

は
っ
き
り
し
た
争
点
が
あ
る
場

合
、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
に
対
す
る
怒

り
が
示
さ
れ
る
場
合
な
ど
、
状
況

に
よ
っ
て
結
果
が
左
右
さ
れ
る
。

　
高
市
首
相
は
、
食
料
品
に
つ
い

て
期
間
限
定
の
消
費
減
税
を
言
い

出
し
、
物
価
高
対
策
と
い
う
大
き

な
争
点
を
つ
ぶ
し
て
、
首
相
個
人

へ
の
信
任
を
テ
ー
マ
に
し
た
。
政

治
資
金
の
裏
金
、
統
一
教
会
と

い
っ
た
問
題
は
、
時
間
が
た
っ
て

有
権
者
の
記
憶
か
ら
遠
ざ
か
っ
た
。

　
第
2
に
、
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
の

巧
拙
の
差
が
大
き
い
。

　「
日
本
列
島
を
、強
く
豊
か
に
。」

と
い
う
自
民
党
の
フ
レ
ー
ズ
は
、

前
向
き
で
、
力
強
さ
を
押
し
出
し

た
。
中
道
改
革
連
合
は
党
名
に
イ

ン
パ
ク
ト
が
な
く
、「
生
活
者

フ
ァ
ー
ス
ト
」
は
、
参
政
党
の
言

い
回
し
の
二
番
煎
じ
だ
。

　
共
産
党
の
「
ブ
レ
ず
に
は
た
ら

く
」
は
、
立
憲
支
持
者
を
取
り
込

む
思
惑
だ
ろ
う
が
、
自
己
満
足
的

で
何
を
す
る
の
か
わ
か
ら
な
い
。

れ
い
わ
新
選
組
は
「
消
費
税
は
廃

止
！
」
で
、
単
に
政
策
を
掲
げ
た

だ
け
。「
い
ま
だ
か
ら
社
民
党
。」

も
自
己
満
足
的
で
内
容
が
な
い
。

　
宣
伝
の
専
門
家
で
あ
る
コ
ピ
ー

ラ
イ
タ
ー
で
も
成
功
と
失
敗
は
起

き
る
が
、
も
し
専
門
家
に
頼
ん
で

い
な
い
政
党
が
あ
る
と
し
た
ら
、

言
葉
の
力
を
な
め
て
い
る
。

　
第
3
に
、
シ
ョ
ー
ト
動
画
を
中

心
に
し
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
影
響
力
が
ま

す
ま
す
大
き
く
な
っ
た
。

　
自
民
党
の
大
量
の
ネ
ッ
ト
広
告

は
効
い
た
（
資
金
力
で
決
ま
る
の

で
規
制
す
べ
き
だ
）。
チ
ー
ム
み

ら
い
が
組
織
も
な
く
、
消
費
税
率

維
持
を
除
い
て
政
策
も
あ
い
ま
い

な
の
に
、
全
国
的
に
躍
進
し
た
の

は
ネ
ッ
ト
の
力
が
大
き
い
。
い
つ

ま
で
も
紙
媒
体
を
重
視
す
る
政
党

は
時
代
遅
れ
と
言
う
し
か
な
い
。

　
第
4
に
、
若
い
世
代
や
中
年
層

の
有
権
者
は
、
現
状
維
持
や
復
古

で
は
な
く
、変
革
を
望
ん
で
い
る
。

　
自
民
党
は
変
革
を
進
め
る
勢
力

に
映
っ
た
。
逆
に
、
左
派
の
政
党

や
団
体
は
「
〇
〇
を
守
れ
」「
△

△
反
対
」
と
い
う
言
い
方
が
あ
ま

り
に
も
多
い
。
そ
れ
は
保
守
的
な

印
象
を
与
え
、
建
設
的
で
な
い
よ

う
に
映
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
第
5
に
、
鮮
度
が
重
要
だ
。
イ

メ
ー
ジ
も
言
葉
も
ど
ん
ど
ん
消
費

さ
れ
る
。
認
知
度
を
上
げ
る
段
階

は
必
要
だ
が
、
同
じ
よ
う
な
こ
と

を
や
っ
て
い
た
ら
、
古
び
て
い

く
。
れ
い
わ
も
参
政
党
も
年
数
を

経
て
目
新
し
さ
が
低
下
し
た
。
幹

部
の
顔
ぶ
れ
の
古
さ
も
、
上
意
下

達
、
ワ
ン
マ
ン
と
い
っ
た
組
織
体

質
の
古
さ
も
見
透
か
さ
れ
る
。

　
巨
大
与
党
の
高
市
政
権
は
一
部

野
党
を
取
り
込
み
つ
つ
、
右
派
色

の
濃
い
政
策
を
進
め
る
だ
ろ
う
。

　
対
抗
す
る
勢
力
が
育
た
な
い
と

危
な
っ
か
し
い
。た
だ
し
批
判
し
て

守
れ
と
叫
ぶ
だ
け
で
は
負
け
る
。

理
念
の
あ
る
対
抗
軸
を
打
ち
出
し
、

新
し
い
方
向
へ
変
え
る
ア
ピ
ー
ル

と
大
胆
な
共
闘
が
求
め
ら
れ
る
。

　
社
会
運
動
の
再
構
築
が
重
要
だ

と
い
う
論
も
あ
る
。
も
っ
と
も
だ

が
、
ど
う
や
っ
て
つ
く
る
の
か
。

　
個
人
の
自
由
を
制
約
す
る
旧
来

型
の
組
織
化
は
嫌
が
ら
れ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
を
挙
げ
る
な
ら
、
参

加
、フ
ラ
ッ
ト
、双
方
向
だ
ろ
う
か
。

お
申
込
は

こ
ち
ら
か
ら

このようなお悩みはありませんか？

点数の取扱いや公費
負担医療などの情報
をまとめた『グリー
ンペーパー』（月１
回発行）は協会ホー
ムページからもご覧
いただけます。

『グリーンペーパー』
はこちらから

  診療所を譲りたい・貸したいがどこに
相談すればいい？
  いつからどんな準備を始めたらいいの
か分からない
  できるだけ閉院コストを抑えたい
  医療機器の処分方法が分からない



　
和
歌
山
県
紀
の
川
市
に
「
青

洲
の
里
」
と
い
う
道
の
駅
が
あ

る
。
名
医
華
岡
青
洲
の
生
誕
の

地
に
診
療
所
兼
住
宅
が
公
開
さ

れ
て
お
り
、
併
設
の
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
内
に
は
資
料
が
展
示
さ
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
レ
ス
ト
ラ
ン

や
子
ど
も
が
遊
べ
る
公
園
も
あ

り
、
一
人
で
も
家
族
連
れ
で
も

楽
し
め
る
施
設
で
あ
る
。

　
華
岡
青
洲
は
1
8
0
4
年
、

世
界
初
の
全
身
麻
酔
に
よ
る
乳

が
ん
手
術
を
成
功
さ
せ
た
。
そ

の
時
に
使
用
さ
れ
た
麻
酔
薬
が

「
麻ま

沸ふ
つ
散さ

ん
」
で
あ
る
。
曼ま

ん
荼だ

羅ら

華げ

（
チ
ョ
ウ
セ
ン
ア
サ
ガ
オ
）

や
附ぶ

し子
（
ト
リ
カ
ブ
ト
）
を
主

成
分
と
す
る
こ
の
麻
酔
薬
は
、

さ
す
が
に
現
代
で
使
用
さ
れ
る

こ
と
は
な
い
。
し
か
し
青
洲
の

創
方
で
現
代
で
も
使
用
さ
れ
る

処
方
が
二
種
類
あ
る
。

　
そ
の
う
ち
一
つ
は
「
十じ

ゅ
う味み

敗は
い

毒ど
く
湯と

う
」
で
あ
る
。
化
膿
性
・
ア

レ
ル
ギ
ー
性
の
皮
膚
疾
患
で
使

用
さ
れ
る
。
十
味
敗
毒
湯
は
漢

方
を
多
少
な
り
と
も
処
方
す
る

皮
膚
科
医
に
と
っ
て
は
有
名
な

処
方
で
あ
る
。
私
も
ア
ト
ピ
ー

性
皮
膚
炎
の
息
子
に
飲
ま
せ
て

い
た
こ
と
が
あ
る
。

　
も
う
一
つ
が「
紫し

雲う
ん
膏こ

う
」だ
。

　
保
険
収
載
さ
れ
て
い
る
漢
方

エ
キ
ス
剤
は
1
4
8
種
あ
る

が
、
た
だ
一
つ
の
外
用
薬
で
あ

る
。

　
適
応
は
火
傷
、
痔
核
に
よ
る

疼
痛
、
肛
門
裂
傷
と
あ
る
が
、

一
般
的
な
「
キ
ズ
薬
」
と
し
て

幅
広
く
使
用
で
き
る
。

　
構
成
生
薬
は
紫
根
と
当
帰
、

そ
れ
を
ゴ
マ
油
に
入
れ
て
熱
し

て
成
分
を
抽
出
し
、
豚
脂
、
蜂

蜜
を
加
え
て
軟
膏
に
仕
上
げ
る
。

　
刺
激
が
少
な
く
、
い
ろ
い
ろ

使
い
や
す
い
軟
膏
だ
が
、
大
き

な
欠
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
軟
膏

の
濃
い
紫
色
で
あ
る
。
軟
膏
の

色
が
肌
着
に
色
移
り
す
る
の

だ
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
構
成

生
薬
の
紫
根
は
日
本
古
来
の
植

物
ム
ラ
サ
キ
の
根
で
あ
る
。
紫

根
は
昔
か
ら
「
江
戸
紫
」
の
名

で
染
料
と
し
て
使
用
さ
れ
る
。

　
こ
の
欠
点
の
た
め
、
現
代
で

は
紫
雲
膏
は
使
い
に
く
い
軟
膏

と
な
っ
て
い
る
。
西
洋
薬
で
効

果
の
良
い
軟
膏
が
い
ろ
い
ろ
と

開
発
さ
れ
て
い
る
の
も
逆
風
と

な
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
こ
の
紫
雲
膏
、
創
傷

治
癒
・
消
炎
・
抗
菌
・
保
湿
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
作
用
が
あ
る
と

さ
れ
、
特
に
褥
瘡
や
熱
傷
に
侮

り
が
た
い
効
果
を
有
し
て
い
る
。

　
華
岡
青
洲
の
遺
産
は
も
っ
と

見
直
さ
れ
て
も
良
い
よ
う
に
思

う
。

華岡青洲の遺産

田中 寛之（舞鶴）十
三

　
協
会
は
左
京
医
師
会
と
の
懇

談
会
を
1
月
17
日
に
ウ
ェ
ス

テ
ィ
ン
都
ホ
テ
ル
京
都
で
開
催

し
た
。
地
区
か
ら
は
27
人
、
協

会
か
ら
4
人
が
出
席
。
左
京
医

師
会
の
柴
田
修
宏
副
会
長
の
司

し
、
約
30
年
ぶ
り
と
な

る
3
・
09
％
の
改
定
率

を
実
現
し
た
。
し
か

し
、
病
院
の
約
7
割
、

診
療
所
の
約
4
割
が
赤

字
経
営
と
い
う
現
状
に

お
い
て
、
こ
の
改
定
率

で
十
分
と
言
え
る
か
に

は
疑
問
が
残
る
」
と
指

摘
。
さ
ら
に
、「
国
会

議
員
は
総
枠
内
で
の
配

会
で
進
め
ら
れ
た
。

　
左
京
医
師
会
の
米
田
武
史
会

長
は
あ
い
さ
つ
の
中
で
、
昨
年

10
月
に
誕
生
し
た
高
市
政
権
に

よ
る
診
療
報
酬
改
定
に
触
れ

「
当
初
か
ら
引
き
上
げ
を
表
明

分
に
終
始
し
、
総
枠
そ
の
も
の

を
増
や
す
こ
と
は
考
え
て
い
な

い
よ
う
に
感
じ
る
。
今
後
、
人

口
減
少
と
高
額
薬
剤
の
普
及
が

進
む
中
で
、
5
〜
10
年
後
に
は

国
民
皆
保
険
制
度
が
破
綻
し
か

ね
な
い
」
と
強
い
懸
念
を
示
し

た
。

　
地
区
か
ら
は
、
か
か
り
つ
け

医
機
能
報
告
制
度
に
つ
い
て

「
国
は
『
か
か
り
つ
け
医
』
の

機
能
を
担
う
医
師
と
そ
う
で
な

い
医
師
の
間
で
、
何
ら
か
の
差

別
化
を
考
え
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
報
告
を
怠
っ
た
場
合
の
罰

則
の
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
」
と
の
質
問
が
出
さ
れ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
協
会
は
、
将
来

的
に
国
が
何
ら
か
の
差
を
設
け

る
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
と

言
及
。
罰
則
に
つ
い
て
は
「
医

療
法
に
違
反
し
た
と
見
な
さ
れ

れ
ば
30
万
円
以
下
の
過
料
が
科

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
指

摘
し
た
。
そ
の
上
で
「
今
回
は

各
医
療
機
関
の
機
能
を
把
握
す

る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
現
時

点
で
『
か
か
り
つ
け
医
』
に
な

る
か
否
か
を
問
う
も
の
で
は
な

い
」
と
説
明
し
、
未
報
告
の
医

療
機
関
へ
速
や
か
な
対
応
を
呼

び
か
け
た
。

　
ま
た
、
政
府
が
進
め
る
電
子

カ
ル
テ
の
統
一
化
に
つ
い
て
も

質
問
が
及
ん
だ
。
協
会
は
「
厚

労
省
は
統
一
に
向
け
た
雛
形
ソ

フ
ト
す
ら
作
成
で
き
て
お
ら

ず
、
5
年
後
の
統
一
は
到
底
不

可
能
と
考
え
る
」
と
の
見
解
を

示
し
た
。
ま
た
、
日
本
医
師
会

の
調
査
で
紙
カ
ル
テ
を
利
用
す

る
診
療
所
の
5
割
が
「
導
入
不

可
能
」
と
回
答
し
て
い
る
実
態

を
挙
げ
、「
こ
う
し
た
現
場
の

声
を
無
視
し
た
強
行
は
非
現
実

的
だ
」
と
回
答
し
た
。

　
こ
の
他
、「
普
通
に
診
療
し

て
い
れ
ば
経
営
が
成
り
立
つ
制

度
で
あ
っ
て
ほ
し
い
」
と
の
切

実
な
要
望
や
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の

保
険
適
用
除
外
に
関
す
る
意
見

が
出
さ
れ
た
。

　
最
後
に
、
左
京
医
師
会
の
早

野
尚
志
副
会
長
が
「
患
者
の
こ

と
だ
け
を
考
え
、
医
療
に
専
念

で
き
る
充
実
し
た
制
度
を
構
築

で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
協
力

を
お
願
い
し
た
い
」
と
述
べ
、

会
を
締
め
く
く
っ
た
。

清
水
達
夫
氏
（
享
年
83
、
左

京
）
1
月
30
日
ご
逝
去

八
木
昭
一
氏
（
享
年
76
、
下

京
西
部
）
2
月
18
日
ご
逝
去

　
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま

す
。

訃
　
報

　
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

「
医
の
倫
理
と
戦
争
」（
山
本
草

介
監
督
、
2
0
2
5
年
）
が
劇

場
公
開
さ
れ
、
出
演
者
の
一
人

で
あ
る
吉
中
丈
志
氏
（
京
都
大

学
医
学
部
臨
床
教
授
・
京
都
府

保
険
医
協
会
監
事
）
が
２
月
15

日
、「
ア
ッ
プ
リ
ン
ク
京
都
」

で
舞
台
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
映
画
は
、
第
二
次
世
界
大
戦

に
お
け
る
「
7
3
1
部
隊
」
の

医
療
関
係
者
に
よ
る
戦
争
犯
罪

へ
の
加
担
と
そ
の
隠
蔽
と
い
う

事
実
が
、
現
在
の
日
本
の
医
療

現
場
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
の
根
底
に
あ
る
こ
と
を
掘
り

下
げ
る
。
そ
し
て
多
く
の
方
へ

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
じ
て
医

療
者
に
よ
る
平
和
活
動
の
重
要

性
を
伝
え
る
。

　
さ
ら
に
「
医
療
と
医
療
従
事

者
が
、
平
和
を
維
持
し
促
進
す

る
た
め
の
行
動
を
と
る
こ
と

が
、
す
べ
て
の
人
々
の
健
康
を

保
持
す
る
の
に
最
も
重
要
で
あ

る
」
と
の
Ｗ
Ｈ
Ｏ
決
議
書
や

「
倫
理
は
法
よ
り
も
高
い
基
準

の
行
為
を
要
求
し
、
と
き
に

は
、
医
師
に
非
倫
理
的
行
為
を

求
め
る
法
に
は
し
た
が
わ
な
い

こ
と
を
要
求

し
ま
す
」
と

の
世
界
医
師

会
「
医
の
倫

理
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
を
紹
介

す
る
。

　
上
映
後
に

吉
中
氏
は
、

『
七
三
一
部

隊
と
大
学
』

（
京
都
大
学

学
術
出
版

会
、
2
0
2
2
年
）
を
出
版
し

た
経
緯
な
ど
を
語
り
、
日
本
の

医
学
会
が
変
わ
っ
て
い
く
た
め

に
は
、
医
師
自
身
が
生
命
倫

理
、
医
の
倫
理
を
深
め
る
こ

と
、
若
い
医
学
生
や
医
師
た
ち

に
7
3
1
部
隊
の
よ
う
な
加
害

の
歴
史
も
き
ち
ん
と
伝
え
る
こ

と
、
日
本
医
学
会
や
日
本
医
師

会
の
よ
う
な
組
織
が
こ
の
問

題
に
取
り
組
む
こ
と
―
が
大

切
だ
と
し
た
。

第２回 医療保険制度改革編連続市民学習会

医療制度の「危機」を考える
大切な制度を壊さないために

［日時］ 3月15日（日） 14時～16時
［場所］  京都社会福祉会館 会議室1・2・3

（京都市中京区壬生坊城町48番地6）

「必要な医療が必要なだけ受けられなくなる」
医師、患者の立場から発言し、意見交換します

「今、医療保険制度をめぐって起こっていること」
佛教大学・社会福祉学部准教授 長友 薫輝 氏

基調
報告

シンポ
ジウム

申込不要
参加費無料
定員60人

相談は無料
（１事案１回限り）

　ご都合の良い日時で相談できます

医
療
に
専
念
で
き
る
充
実
し
た
制
度
を

左
京
医
師
会
と
懇
談

1
月
17
日

ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
都
ホ
テ
ル
京
都

出
席
者
31
人
で
開
催
さ

れ
た
左
京
医
師
会
と
の

懇
談

26年度診療報酬改定関連

会員医療機関への お願い

メール info@hokeni.jp ファクス 075-212-0707
不在期間：3月16日（月）～19日（木）

　26年度診療報酬改定に伴う書籍の編集作業で、協
会の担当事務局が事務所を不在にします。期間中は
メールかファクスでお問い合わせ下さい。作業会場
（東京）から対応します。

専門家との無無料料相相談談
 弁護士　日常生活・医業のトラブル　日常生活・医業のトラブル
 税理士　相続、医院承継　相続、医院承継
社会保険労務士　スタッフ雇用、就業規則作成　スタッフ雇用、就業規則作成

 建築士　新改築、リフォーム

映画映画「医の倫理と戦争」が問うもの「医の倫理と戦争」が問うもの
吉中丈志吉中丈志氏氏がが
舞台あいさつ舞台あいさつ

『医の倫理と戦争』
監督・撮影・編集：山本草介、共同製作：安全保障関連
法に反対する医療・介護・福祉関係者の会、シグロ
2025年／77分／ドキュメンタリー／日本語字幕付き

個人用DVD  11,000円（税込）
パンフレット  1,000円（税込）

DVDとパンフレットのお申込みはこちらから▶

2 0 2 6 年 (令和 8年) 3 月 1 0 日第 3 2 1 3 号 京 都 保 険 医 新 聞 (4)毎月10日･25日発行


